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≪新入生から中学１年生になりました≫ ≪能率のよい記憶の仕方とは≫

４日間のＧＷもあっという間に終わりました。

＜忘却曲線＞

(ｴﾋﾞﾝｸﾞﾊｳｽ)

20 分後 42%忘却

1 時間後 56%忘却

1 日後 74%忘却

1 週間後 77%忘却

1 ヶ月後 79%忘却

上のグラフは人の記憶の特徴を表すものです。

８名の新入生が入学しました。約１ヶ月を過 これを見ると、

ぎましたが、中学校生活をしっかりおくってく わずか一日足らずで勉強した事の７割以上を忘れる

れています。もう名実ともに中学校１年生です。 ことがわかります。これは大変！！でも・・・

入学式で一人一人がしっかりと発表した、自 ２度目は１度目よりも忘れにくくなる、

分の夢をいつも心にもって、自分探しの旅を続 もちろん３度目、４度目はもっと記憶が強化される

けましょう。 ということもわかっています。

≪今年もたくさん応募しよう！！≫ 覚え直すこと覚え直すこと覚え直すこと覚え直すこと（（（（復習復習復習復習））））の重要性の重要性の重要性の重要性がわかりますね。

山中 碧さん（学園詩壇） 復習のタイミングは、覚えた直後（10 分以内）

福田 果恋さん（学園俳壇） が理想的ですが、復習して、さっと寝る復習して、さっと寝る復習して、さっと寝る復習して、さっと寝る のがい

野田 幸一君 （学園歌壇） いそうです。

石橋 美沙さん（若い目） せっかく覚えたことをすぐ忘れてしまうのは本

どの作品もすばらしいものばかりです。たく 当にもったいないですね。スッカラカンになる前

さんの作品が掲載されることを期待します。 に、しっかり復習を！！

偲 郷 確かな学力・豊かな心・健やかなからだをもち、

未来をたくましく生き抜く生徒の育成
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エビングハウスの忘却曲線


